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二
学
年
公
務
員
試
験 

対
策
講
座 

十
二
月
二
十
七
日
（
月
）、
令

和
四
年
度
に
公
務
員
試
験
を

受
験
希
望
の
二
学
年
生
徒
を

対
象
に
、
Ｍ
Ｃ
Ｌ
盛
岡
公
務
員

法
律
専
門
学
校
様
か
ら
講
師

を
お
招
き
し
て
、
本
校
に
お
い

て
公
務
員
試
験
対
策
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。 

受
講
し
た
生
徒
は
、
来
年
度

の
受
験
を
見
据
え
て
真
剣
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

               

高
大
連
携
交
流
事
業 

 

十
二
月
二
十
七
日
（
月
）
か

ら
二
十
八
日
（
火
）
に
か
け
て
、

二
学
年
普
通
科
の
進
学
希
望

者
が
、
立
教
大
学
の
学
生
と
一

緒
に
地
域
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
「
高
大
連
携
地
域
探
究
」

の
学
習
と
し
て
、
本
校
に
お
い

て
、
同
大
学
の
学
生
と
の
交
流

を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
は
、
本
校
に
お
け 

る
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で

あ
る
Ｔ×

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
交
流
に
関
す
る
当
初

の
予
定
は
、
同
大
学
文
学
部
教

育
学
科
の
科
目
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
一
環
と

し
て
、
同
大
学
の
学
生
が
九
月

に
陸
前
高
田
市
を
訪
問
し
て

実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
の
影
響
に
よ
り
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
感

染
状
況
が
落
ち
着
い
た
十
二

月
に
改
め
て
設
定
さ
れ
、
実
現

で
き
ま
し
た
。 

こ
の
交
流
に
は
、
同
大
学

と
と
も
に
陸
前
高
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
岩
手
大

学
の
先
生
や
学
生
も
参
加
し

ま
し
た
。 

            

二
十
七
日
の
最
初
に
、「
陸

前
高
田
の
全
体
像
を
知
る
た

め
の
講
話
」
と
し
て
、
一
般
社

団
法
人
マ
ル
ゴ
ト
陸
前
高
田

の
古
谷
恵
一
様
か
ら
、
同
法
人 

   

                                   

が
市
内
で
取
り
組
む
民
泊
事

業
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

次
い
で
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
生
徒
と
学
生 

                    

第
十
一
回
「
い
わ
て
マ
ン
ガ

大
賞
」
で
本
校
卒
業
生
の

作
品
が
大
賞
を
受
賞 

今
般
、
第
十
一
回
「
い
わ
て

マ
ン
ガ
大
賞
」
の
最
終
審
査
結

果
が
発
表
さ
れ
、
十
二
月
十
九

日
（
日
）
、
盛
岡
市
の
ア
イ
ー

ナ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞

を
受
賞
し
た
の
が
、
本
校
の
卒

業
生
で
あ
る
３
６
９
（
ミ
ロ

ク
）
さ
ん
の
作
品
「
海
洋
学
科

生
の
日
誌
」
で
し
た
の
で
紹
介 

ら
が
、
講
話
を
聞
い
て
気
に
な

っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

二
日
目
で
あ
る
二
十
八
日

に
は
、
立
教
大
学
の
学
生
に
よ 

         

                     

し
ま
す
。 

 

こ
の
作
品
は
、
タ
イ
ト
ル
が

示
し
て
い
る
と
お
り
、
本
校
海

洋
シ
ス
テ
ム
科
の
様
子
を
題

材
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
作
品
に
つ
い
て
は
、

岩
手
県
の
漫
画
サ
イ
ト
「
コ
ミ

ッ
ク
い
わ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
で
も
配

信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

３
６
９
（
ミ
ロ
ク
）
さ
ん
、 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
研
究

発
表
が
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
し

っ
か
り
と
聴
講
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
学
年
の
希
望
者
も
聴
講

し
ま
し
た
。 

 

第 18 号 

八重の汐

 

公務員として必要な事務処理能力を問う「数的処
理」の内、「判断推理」の分野を学んでいるところ 

 古谷恵一様による講話 

 

話し合いの様子 

「コミックいわてＷＥＢ」 http://comiciwate.jp/ 
 


